地域のゲニウス・ロキを現す : 医療から見る街 : 生活空間への接続 by 中原 良輔
地域のゲニウス・ロキを現す : 医療から見る街 : 
生活空間への接続
著者 中原 良輔
出版者 法政大学大学院デザイン工学研究科
雑誌名 法政大学大学院紀要. デザイン工学研究科編
巻 4
発行年 2015-03-31
URL http://hdl.handle.net/10114/11706
法政大学大学院デザイン工学研究科紀要　Vol.4（2015 年 3 月）　 法政大学
地域のゲニウス・ロキを現す
-医療から見る街 -生活空間への接続 -
SHOW  THE REGION'S GENIUS LOCI
-THE ASSOCIATION TO TOWN - HOME  BY MEDICAL CARE-
中原良輔
Ryosuke NAKAHARA
主査　赤松佳珠子　　　副査　渡辺真理・下吹越武人　
法政大学大学院デザイン工学研究科建築学専攻修士課程
　At this time, hospital has supported the lives of people as a place to cure disease.However, it would lead to 
collapse in the former system in the future. Especially, its movenment can be seen prominently in local area.
I thought a new medical model in which the preventive medicine it might be able to create with doctor 
around the area.If they penetrare into the town,we will see a new city image.
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（１）戦後、西洋の礎をもとに医療分野における建築
計画学は全世界に浸透していったが、これらは病床
数・効率化・業務形態・医療研究など、医療の充実や
自国の方針を理由に変容しながら、「病を治す場」と
して街の中で人々の生活を支えてきた。その一方で、
医師不足・都会への医師の集中化、それに伴う地域へ
の医療の還元が不足しており、高齢化社会に対する回
答が求められている。
　地域医療において、医師の村上智彦氏は北海道の僻
地医療における回答として、予防医学を軸とした街の
根幹から人々の生活水準の向上を目指す「ささえる医
療」を提唱している。それは旧来の東洋医学における
視点により成立しており、これらが人々の生活の中に
浸透することで家庭の医学・生活習慣病などを知り、
結果としてソフト面において街の中に医療が開かれて
いると言える。
　本設計では、以上の「心身の健康から病を予防する」
地域医療のモデルを地方の中心都市に展開すること
で、周辺の医者たちがまちづくりに参画することで、
来たる高齢化社会に向けて新たな都市像を描くものと
する。
　それらを「まちの保健室」と称し衰退した商店街の
中で展開することで、地域の骨格として再整備を計
り、街と医療が共存しあうための場・空間をその地域
に眠るゲニウス・ロキから考察・抽出し、その在り方・
現れ方を考察していく。
本設計では、建築形態においてゲニウス・ロキの概念
を用いて考察する。
（１）ゲニウス・ロキにおける「空間」
　「空間」とは、「ある場所を作り上げる意味が集め来
たらすもの」と定義する。都市における意味の集合は、
現実の社会内に有する要求や財産と照合してなされる
ゲニウスの解釈として捉える事ができ、一つの場所に
集め来たらされる諸意味がその場所のゲニウス・ロキ
を構成しているといえる。
（２）ゲニウス・ロキにおける「性格」
　「性格」とは、「空間と対となって場所を構成する要
素」と定義する。それは、普遍的・包括的な雰囲気を
示し、空間を限定する諸要素の具体的な形態と実質に
関わる。すなわち「性格」は場所のつくられ方に依存
し、その技術の結構性により表現される。
　これら 2 要素を建物が建つ「場所」に与えることで、
その場所に眠るゲニウス・ロキから同
アイデンティティ
一性を選別・
決定し、新たな仕方でそれを解釈する基礎として受け
入れるものとしていく。
（２）「まちの保健室」
　「まちの保健室」は「心身の健康から病を予防する」
場である。日常をこの建築がささえ、生活の中心とな
る場である。看護学校を母体とし、地域で未来の看護
師を育成し、地域に開くことで、街と暮らしを医療に
より繋ぎとめていく。
１．はじめに
２．研究背景　ゲニウス・ロキの顕在化
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（１）商店街のゲニウス・ロキ
　先述の定義から、商店街のゲニウス・ロキは商店街
の「密」と町家裏の「疎」から空間が定義できる。
　また、その地域に建てられた建物から「屋根」「架構」
「被膜」から性格付けできる。
（２）街の中心の設定
　周辺の診療所と商店街をつなぎ、日常と医療が繋が
る街の中心を設定する。それにより設定された建物の
うち、「新築・改築・解体」によりマスタープランを
計画する。
	 1. 新築
　街の核として軸に対して直角に貫く２本の「街路建
築」を計画する。商店街と周辺の住宅街を結び、イン
フラとしての役割を果たし、街の延長となる空間をめ
ざす。
　保健室や教員室・実習室などを集約化し、地域に開
放されるべきものを商店街側、医療に近いものを住宅
街側に配置する。
	 2. 改築（リノベーション）
　商店街を廊下と捉え、街中に教室を分散配置する。
利用されてない空き家を日常的に利用できる場として
リノベーションを施すことで、教室だけでなく市民に
開放し、医療の枠を超えた利用を促し、街中にその活
動を表出させる。
	 3. 解体
　商店街に余白をもたらし、アクティビティを受け止
める場。とりわけ荒廃した建物について、のちの発展
に対する整備事業として位置づけ、自然を商店街の貴
重な財産として取り扱う。
４．おわりに
　ゲニウス・ロキは日常から建築を見ることから生ま
れるものであり、医療は暮らしに付き纏うものであ
る。人々が暮らす中に建築がある。この建築を介して
街の中で暮らし、豊かに生きることを感じる場にな
り、それが近い将来街をも豊かにする事になると期待
している。
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